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令和５年度 第５回紫波町教育委員会定例会会議録 

 

 

１ 日  時   令和５年８月 25 日 午後４時 00 分から午後５時 00 分まで 

１ 場  所  紫波町役場 会議室 301 

１ 出 席 者  教 育 長         侘 美   淳  

        教育長職務代理者     畠 山 秀一郎 

委  員         森 田 英 仁  

委  員         滝 澤 真千子  

委  員         内 城 寛 子 

１ 説 明 員  教育部長         阿 部 薫 之  

教育総務課長       葛   博 之 

学校教育課長       大 森 啓 睦 

生涯学習課長       須 川 範 一 

こども課長        吉 田 真 理 

学校給食センター所長   古 内 広 貴 

教育総務課副課長     沼 田 信 一 

学校教育課副課長     中 島 芳 久 

生涯学習課副課長     千 葉 広 幸 

こども課副課長      佐 藤 久 美 

 

 

付議事件 

 

日程第１  会期の決定について 

日程第２  議案第１号 

令和４年度教育委員会の事務の管理及び執行状況に係る点検・評価 

報告書を議会に提出すること及び公表することに関し議決を求める 

ことについて 

 

議事の大要 

（開会 午後４時 00 分） 

 

○ 侘美教育長 

ただいまから、令和５年第５回紫波町教育委員会定例会を開会します。 

これから、本日の会議を開きます。 

ただいまの出席委員は５名であります。 

定足数に達しておりますので、会議は成立いたしました。 

本日の会議日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

日程に入るに先立ち、行事報告及び行事予定について説明します。 

（本年７月から令和５年度第６回教育委員会定例会までの教育委員会関係行

事報告及び行事予定について） 
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○ 侘美教育長 

日程第１ 「会期の決定について」を議題にします。 

お諮りいたします。 

今定例会の会期は、本日１日限りといたしたいと思いますが、これにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○ 侘美教育長 

異議なしと認めます。 

会期は、本日１日限りと決定しました。 

○ 侘美教育長 

日程第２ 議案第１号「令和４年度教育委員会の事務の管理及び執行状況に係

る点検・評価報告書を議会に提出すること及び公表することに関し議決を求める

ことについて」を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

○ 阿部教育部長 

議案第１号、「令和４年度教育委員会の事務の管理及び執行状況に係る点検・

評価報告書を議会に提出すること及び公表することに関し議決を求めることに

ついて」であります。 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26 条の規定により、教育委員会 

の権限に属する事務の管理及び執行状況に係る点検・評価の結果を議会に報告す

るとともに、公表しようとするものであります。 

（阿部教育部長より詳細説明） 

○ 侘美教育長 

   質疑に入る前に、評価書作成に携わった各担当課長等より感想で良いので一言

述べてください。 

○ 葛教育総務課長 

   小中一貫教育推進事業について、第三者評価者は小中一貫教育検証委員会でも

関わっていただいているので、適切な意見をいただいたと思っていますし、指摘

いただいた部分はそのとおりだと感じています。 

○ 大森学校教育課長 

   計画どおり取組みを行っても、結果成果が上がらないこともありますので、特

に学習指導事業については、成果の見極めが難しいと感じています。 

○ 須川生涯学習課長 

   事業の性質上、取組みを行ったことに対する評価を表現することは悩ましく感

じます。第三者評価の意見にあったように、スポーツツーリズム推進事業の目標

値は見直しを検討したいと考えています。 

○ 吉田こども課長 

   子どもは成長してはじめて成果が見えてくるので、幼児に関しては特に成果が

見えづらいと感じます。アンケートを工夫するなどして成果が見えるようにして

いきたいと思います。 

○ 古内学校給食センター 

   学校給食事業は、収納率が落ちたことからＢ評価としました。第三者評価者の

意見にあったように、就学援助への誘導、利用者への接触を進めていきたいと思

います。 
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○ 沼田教育総務課副課長 

   毎年、第三者評価者の意見を踏まえて、様式を変更するなど少しずつ改善を図

っています。しかしながら、目標、取組み、評価に整合が合わない、客観的な評

価になっていないという指摘は、毎回寄せられます。事業内容によっては、評価

事体が難しいものもあるので、この部分が大きな課題と感じています。 

○ 侘美教育長 

   それでは、質疑を行います。意見でも良いので発言をお願いします。 

○ 滝澤委員 

   子育てに関しては、特に成果が見えづらいと思います。アンケートをとったか

らそれが成果の全てということではありません。難しいとは思いますが成長して

得られた成果が見えるものがあれば良いと思います。 

○ 内城委員 

   この評価書は、事務管理に対する評価であり、教育に対する評価ではないと思

います。従って観点が異なるので、成果はあくまで事務事業に対するものとして

考えれば良いと思います。もし教育に対する評価とするならば、それに応じたア

ンケートを実施した方が良いですし、そうでなければ教育委員会でおそらくアン

ケートや学力に関するデータをお持ちと思いますので、これを活用すれば良いこ

とです。 

   また、評価シートの項目に、今年度の取組重点目標を掲げれば、なお良いので

はないでしょうか。 

○ 森田委員 

   毎年、評価書を拝見していますが、以前よりだいぶ改善されましたし、見やす

くなったと感じます。人づくりは１年で人が変わるものではありませんので、成

果は長い目で見る必要があります。単年度ごとの成果というものは難しいのでは

ないでしょうか。 

○ 畠山教育長職務代理 

   評価書はＰＤＣＡサイクルにより改善していると感じます。各課等の課題や指

摘事項は、次のアクションにより改善していくことが大事と考えます。 

○ 森田委員 

   第三者評価者の意見の中で、第三者が検証不可能な担当者の主観を記載するの

は回避した方が良いとありますが、そのような事実はあるのでしょうか。 

○ 沼田教育総務課副課長 

   各課等において評価シートを作成する際は、実際各担当が作成するので、成果

はどうしても主観が入ってしまいます。第三者評価者は、評価シートと参考資料

の限られた情報しか与えられませんので、成果の根拠となる情報がなければ担当

の主観と捉えてしまうものと思います。 

○ 侘美教育長 

   第三者評価者のまとめにもありますが、これからは国が示した「令和の日本型

学校教育」を視野に入れ、教育行政の在り方を考えていかなければなりません。

今回の評価者の意見を踏まえて、今後の評価書を検討していきたいと思います。 

○ 侘美教育長 

これで質疑を終わります。 

    これから、議案第１号「令和４年度教育委員会の事務の管理及び執行状況に係

る点検・評価報告書を議会に提出すること及び公表することに関し議決を求める
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ことについて」を採決します。 

    お諮りします。 

    本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

○ 侘美教育長 

異議なしと認めます。 

議案第１号は、原案のとおり可決されました。 

○ 侘美教育長 

以上で、付議事件の審議は、終了いたしました。 

続いて、その他に入ります。事務局から説明願います。 

○ 沼田教育総務副課長 

 次回教育委員会定例会は９月２９日（金）16 時 00 分から会議室３０１にて開

催します。よろしくお願いいたします。 

○ 侘美教育長 

（質疑の有無を催促） 

（「なし」の声あり｡） 

○ 侘美教育長 

   以上で本日の日程は、全部終了いたしました。会議を閉じます。 

   令和５年度 第５回紫波町教育委員会定例会を閉会します。 

（閉会 午後５時 00 分） 

 


